






要約 

赤血球ビタミンE値がビタミンEの栄養評価の指標になることを証明し,前年度に極小未熟

児の赤血球ビタミンEの出生後の変動を追求した結果,出生時体重 1,000g 以下のものでも

出生時は成人と同じ値であるが,生後に正常値以下に低下し,欠乏状態に陥っていることを

発見した。その原因を追求する目的でビタミンEニコチネート(20 ㎎/㎏/日)を連日投与し

て,血漿および赤血球ビタミン E濃度を経時的に測定した。その結果,極小未熟児の赤血球

ビタミンE値が低下する生後10日までは,血漿ビタミンE値も上昇せず,出生後ビタミンE

欠乏に陥る原因は吸収機能の未熟性によることを知った。 


